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研究成果の概要（和文）：本研究は、経済発展、人口増加、気候変動によって急速に変化しつつある南アジア地域の農
業・食料システムに焦点をあてて、南アジア地域にとって重要な課題である食料の安定確保の基礎的条件である持続可
能な地域資源管理手法の試論的なフレームワークを提示することを目的に実施した。研究は、穀類、大豆、青果物の主
要食料のサプライチェーンに焦点を絞って、農地などの地域資源利用、環境保全、サプライチェーンを中心に実態調査
と分析作業をおこなった。研究の結果、調査対象国の小規模農家の生産力を高めるための資源環境管理システムを構築
するには、財政的支援など農家のインセンテイブを高める取り組みが重要であるとの結論に至った。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the existing situation of food Production in South Asia and 
analyzes possible factors to build up a sustainable supply chain of agricultural products in the local 
area. The study also aims to find out an ideal way to make a balance between the agriculture-food sector 
and the environmental conservation in South Asian Countries. The study concludes that producing food 
crops in the existing farmlands in even less amounts than in the reclaimed farmlands is much wiser. And 
to establish such a stable and continued supply chain of food and farm products, it is important to 
introduce a system that depends not only upon the ability of the local small-scale farmers but also is 
supported and funded by the local administration.

研究分野： 国際フードシステム

キーワード： 経済発展　グローバル化　気候変動　環境問題　土地利用システム　水資源管理　農業投資　持続可能
性

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1)2011 年に 70 億人に達した世界人口は
2050 年に 90 億人に達することが確実視され
ており、とりわけ南アジアの中心に位置する
インドの人口は 2050 年に 16億人に達し世界
最大となるほか、隣接するバングラデシュの
人口も 1．6億人から 2．2億人に増加すると
見られている。このため、同地域における持
続可能な食料供給体制の確立が食料安全保
障はもとより同地域の経済発展や政治的な
観点からも重要な課題となっている。 
 
(2）日本の原発事故から派生している再生可
能エネルギーとりわけバイオ燃料の生産拡
大に加え、アメリカでの大干魃の発生によっ
て世界的な穀物価格の上昇が起きており、イ
ンドでも豪雨や干魃による農作物の減産に
よって大豆の価格が高騰し、史上最高値を付
けている。2012 年にロシアのウラジオストッ
クで開催された APEC の会議でも「食料安全
保障」が主要な議題のひとつに取り上げられ、
“regulating food markets for reducing 
price fluctuations”が議論されている。 
 
(3)近年、急速な経済成長が続いているとは
いえ、中国、ASEAN などの東アジア地域に比
べて南アジア地域の一人当たりの国民所得
(GDP)の水準は低く、農村地域には膨大な数
の不完全就業人口が滞留し、国民の基本食料
の安定確保はもとより雇用の面からも農林
水産業等の第一次産業が重要な産業部門に
位置づけられている。このため、農業生産力
の向上による農業余剰人口の工業部門への
移転、農産物輸出による外貨の獲得、さらに
は農工間の所得格差の是正や拡大する貧困
人口問題解決の観点からも農業部門の効率
化が重要な政策課題となっている。 
 
(4)しかしながら、南アジアの農業セクター
は、小規模零細な多数の農家群から形成され
ており、これらの零細農家群に対して新技術
の導入や持続可能な資源環境管理の動機付
けを与えることは容易なことではなく、先進
技術や農村地域の資源環境管理に対する組
織的な適応能力も著しく低く、先進技術の成
果を食料・農業生産活動に生かしている農家
はごく一部に限られている。 
 
(5)アジアの農業問題に関しては、これまで
に多くの調査研究が積み重ねられ、その展開
過程や構造的特徴が明らかにされてきたが、
こと南アジアの農業・食料問題に関する研究
の蓄積は限られており、それらの研究も土地
制度などの部分的、断片的な研究内容にとど
まっており、昨今の経済成長やグローバル化
の農業・食料生産への影響、気候変動が作物
生産や生産環境に及ぼす影響、資源環境管理
のあり方を含めて体系的に取り組んだ研究
は皆無である。 
 

(6)南アジア地域の食料・農業システムは経
済発展によって大きく変容しつつある。従来
の部分的、断片的な接近方法では変容する南
アジアの食料・農業・農村問題は解明できな
いばかりか、適切な対応方向を提示すること
は困難と思われる。 
 
(7)本研究は研究代表者らの研究グループが
モンスーン・アジアを研究対象に蓄積してき
た研究方法や研究成果を自然条件や社会経
済条件の異なる南アジア地域に敷衍し深
化・発展させるものであり、サプライチェー
ン分析を組み込んだ分析フレームは緊喫に
取り組むべき課題となっている南アジア地
域の食料のセーフテイネットの構築と南ア
ジア固有の資源環境管理手法の創成による
資源環境管理システムの構築に重要な足掛
かりとなるものである。 
 
２． 研究の目的 
(1) １つは、今世紀半ばに人口が 20 億人に達 
すると予測されている南アジア地域におけ
る気候変動（温暖化、干魃、洪水等）が農業・
食料生産に及ぼす影響を定量的に把握する
と同時に、食料・農産物の生産基盤である地
域資源環境の持続可能な管理システムにつ
いての試論的なフレームワークを提示する
ことである。 

 
(2) 食料・農産物の生産変動の背景にある急 
速な経済発展の下での都市化・工業化に起因
する人為的要因と気候変動等の自然的要因
の複合現象性を明らかにすることである。 
 
(3)環境保全学、環境生態学、経済学、流通
論など学問分野の異なる専門家を結集しフ
ードサプライチェーン(FSC)の視点から南ア
ジアの食料・農業・農村問題を総合的に解明
する研究方法を確立することにある。 
 
３． 研究の方法 
(1)南アジアに位置するインド、バングラデ
シュ、ネパール、ミャンマーを研究対象に、
それぞれの国毎に研究拠点を設置して実態
調査を実施する。 
 
(2)現地の研究協力者の協力の下に、フィー
ルドでのヒアリングやアンケート調査など  
の実態調査を重視し、分析に必要な情報や統
計データの収集に努める一方、政府機関、大
学、研究機関等での関連資料の収集と分析作
業を実施する。 
 
(3)現地調査は、研究代表者、研究分担社（5
名）を３つのグループに分けて実施し、フィ 
－ルドワークでしか得られない情報や資料
の収集と分析に重点を置いて実施する。 
 
４． 研究成果 
(1)第 1 に、経済発展とグローバル化の進展



によって大きく変化しつつあるフードサプ
ライチェーンの全容と持続可能な食料供給
体制の構築に必要な課題と問題点が明らか
となった。 
 
(2)第 2に、インドのデカン高原、バングラ 
デシュのアーガルダラー地区、ミャンマーの 
穀倉地帯パテイン等で実施した環境影響調
査結果から、気候変動によって南アジア地域
で多発している洪水、干魃等の自然災害が大
豆、小麦、コメといった南アジア地域の主要
な農作物の収穫変動に一定の影響を与えて
おり、その影響が拡大しつつあること、バン
グラデシュにおける土壌浸食、農業用水の水
質汚染などの環境劣化が食料・農業生産に甚
大な影響を与えていることが明らかとなり、
環境劣化と食料生産の相互関係、収穫変動と
気候変動の因果関係が明らかとなり、食料サ
プライチェーンの構造改革とインフラ整備
への重要な足がかりが得られた。 
 
(3)気候変動の種類別、発生地域別、発生時 
期別分析に関しては、国毎、地域毎のデータ
の収集に制約があり、総合記録の作成までに
は至らなかったが、部分的・断片的な情報を
入手し整理することができた。 
 
(4)コメ、小麦の穀類、大豆、青果物等の主
要食料のサプライチェーン分析に関しては、
これらの基本食料がどのように生産され、ど
のように加工され、どのような流通チャネル
を通じて販売されているかについて、とくに
穀類、大豆、青果物、加工食品に分けて分析
した。分析の結果、穀類は政府系組織による
流通割合が高く、一般の農産物については農
産物生産販売委員会(Agriculture Product 
Marketing Committee, APMC)がコントロール
している市場に出荷されるものと、卸売業者
に出荷されるもの、小売業者に直接販売され
るものの３つの流通チャネルが利用されて
いることが明らかとなった。卸売業者経由の
流通は多段階に亘っており複雑であること、
大手小売業を中心とする組織化小売業では
流通コストを抑制するため、直接仕入れが増
えていることが明らかとなった。 
 
(5)一方、野菜等の青果物のサプライチェー
ンは伝統的な流通形態が根強く残っており、
仲買人や民間金融業者の影響力が強く、これ
らの業者が市場価格をコントロールするこ
とが明らかとなった。しかしながら、インド
経済の自由化以降、マンデイと呼ばれる卸売
市場を経由した伝統的な流通システムにも
大きな変化が生じつつあり、契約農業による
契約栽培制度が導入されるようになるなど
の変化が起きている。これらの変化は、新た
に登場したスーパー・マーケットやハイパ
ー・マーケットなどの組織化小売店がその主
なプレイヤーなっていることが明らかにな
った。これに対して加工食品の流通経路は幾

分複雑であり、Carrying and Forwarding 
Agents(C&FA)と呼ばれる代理業者とデイス
トリビューターと呼ばれる販売・配送業者が
重要な役割を果たしていることが明らかと
なった。 
 
(6)新技術と制度・政策による普及過程の分 
析では、大豆作について農家の栽培技術の普
及過程を検証した結果、殺虫剤を含めた農薬
の散布が降雨の日におこなわれていること
や、収量増加に必要な資材の使用量が適切で
ない、病害虫が発生していないのに毎年同じ
時期に農薬散布がおこなわれているなど、栽
培方法に改善すべき点が多く見られるなど、
コスト削減が可能な点が少なからず発見さ
れた。つまり、制度・政策や農家への教育訓
練が十分機能していないことが明らかとな
った。 
 
(7)以上の分析結果を踏まえて、暫定的なも 
のではあるが、南アジアにおける持続可能な
資源環境管理システムについての試論的な
フレームワークを提示するに至った。すなわ
ち、①農業投資の拡大による灌漑排水施設等
の脆弱な農業インフラの整備、②農業・食料
生産技術の技術開発と普及体制の整備、③小
規模零細農家に対する市場情報等の提供と
教育訓練の実施、④川上の農業、川中の加工
業者、卸売業者、川下の小売業者、資財供給
業者に分断された食料のサプライチェーン
を統合し、これらの連携・協力関係を強化す
ることによって、農業と食品加工、卸・小売
業の関連産業、資材供給業者などの支援産業
が一体となった一種の産業クラスター的な
組織を形成することによって新たなバリュ
ーチェーンを築くことが極めて重要である
との結論に至った。その具体策は今後の課題
である。 
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